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約１ヶ月の長い戦いも早大学院戦を最後に幕を閉じました。 

新チームとして初めての大会と言うことで、どうなるのかなぁと心配していましたが・・・。 

大会の結果としては、東京都ベスト１６（明治高校野球部としては２０年以上ぶりとのこと）になる

ことができました。「あわよくばもう一つ」という残念な気持ちはありますが、一つひとつと考えれば、

良く頑張った大会だと思います。 

特に本大会は、中間考査と重なっていろいろな面で思うようにはいきませんでしたが、保護者の方や

ＯＢの方、応援団、吹奏楽班など多くの明治関係者の後押し「オール明治の力」のおかげで勝ち上がる

ことが出来たように思います。とても感謝しています。 

今大会を通して多くのことを学ぶことが出来たと思います。この貴重な経験を今後に繋げていくため

にも、もう一度原点に戻り、個人としてもチームとしても、確固たる土台を作り直し、春には一回りも

二回りも大きく成長したチームになって、また大きな目標に向かってチャレンジしてほしいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

＜秋季東京都高等学校野球大会＞ 

 

 

 

 

 

 

ブロック１回戦 ９月１１日（土） 明大第２球場  

成 城 ０００ ００ ０  

明 治 ６２１ ５× １４  

    

ブロック２回戦 ９月１８日（土） 明大第２球場  

日 本 橋 ０００ ０００ ０  

明 治 ０３１ １０５ １０  

  

ブロック決勝戦 ９月２５日（土） 明大第２球場  

府 中 西 ０００ １１１ ２００ ５  

明 治 １００ １２０ ０１１ ６  

    

本大会１回戦 １０月３日（日） 神宮第二球場  

明 治 ０２２ １４１ １００ １１  

聖 パ ウ ロ ２００ ５０２ ０１０ １０  

    

本大会２回戦 １０月９日（土） 駒沢球場  

江 戸 川 １００ ０００ ００１ ２  

明 治 ００３ ０２０ １００ ６  

    

本大会３回戦 １０月１４日（木） 昭島球場  

明 治 ０００ ０００ ０００ ０  

早 大 学 院 ００１ ０００ ３００ ４  
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＜練習試合の結果＞ 

 

８月２５日 第二球場   

明 治 Ｂ ０００ １４０ ００２ ７ 

明 大 中 野 ０００ ０００ １００ ４ 

８月２７日 府中工業Ｇ①  

明 治 Ｂ ５００ ０００ ００１ ６ 

都 府 中 工 業 ０１０ ０２１ ０００ ４ 

 府中工業Ｇ②  

都 府 中 工 業 １０１ ０００ ０００ ２ 

明 治 Ｂ ０１０ ０２０ ００× ３ 

８月２８日     第二球場  

都 松 ヶ 谷 ０１０ １００ ０１０ ３ 

明 治 ００１ １００ ０００ ２ 

 第二球場  

明 治 １２０ ４００ ０３０ １０ 

都 松 ヶ 谷 ０００ ０００ ００３ ３ 

８月３１日 第一球場  

明 治 Ａ ０２０ ００２ １００ ５ 

都 高 島 ０４０ １２０ ００× ７ 

 第二球場  

都 高 島 ０００ ０００ ０３０ ３ 

明 治 Ａ １１２ ００１ ２０× ７ 

   

８月３１日 第二球場  

都 高 島 ０００ ４００ ０００ ４ 

明 治 Ｂ ２１０ ４００ ２０× ９ 

９月４日 第二球場  

明 治 ０３０ ０００ ０２０ ５ 

県 北 本 ０１１ ４０３ ００× ９ 

９月５日 第二球場  

春 日 部 共 栄 ００２ ００２ ００１ ５ 

明 治 ５０３ １００ ２０× １１ 

 第二球場  

明 治 ０００ １００ ００１ ２ 

春 日 部 共 栄 １１１ ０１３ ０２× ９ 

９月２６日 第二球場  

安 田 学 園 ０００ ０２１ ０００ ３ 

明 治 ０００ ０００ ０４× ４ 

 第二球場  

明 治 ０００ ０００ ０１０ １ 

安 田 学 園 ０００ ３３１ ００× ７ 

１０月１日 第一球場  

明 治 A １００ ０００ ０００ １ 

都 小 平 ０００ ５００ ００× ５ 

 第二球場  

明 治 B ０１０ ００１ ０００ ２ 

都 小 平 ２０１ ０００ ０１× ４ 



 

 

イチローから学ぼう！ 

「奥村さん「目標」って高くし過ぎるとダメなんですよね。必死に頑張っても、その目標に届かなけれ

ば諦めたり、挫折感を味わうでしょう。それは、目標の設定ミスなんです。頑張れば何とか手が届くとこ

ろに目標を設定すればずっと諦めないでいられる。そういう設定の仕方が一番大事だと僕は思います。」           

二軍時代のイチロー選手は、マシン相手に数時間の打撃練習をしていましたが、他の選手に同じことを集

中してやれと言ってもできません。 

それがなぜ彼には可能なのか、私はこの「目標設定の仕方」にあるのではないかという気がしました。

イチロー選手には自分にとっての明確な目標があり、その目標を達成するためにその日の課題をしっかり

意識して練習に取り組んでいるのです。ここが他の選手と違うところだと思います。 

もう一つは、継続する力、つまりイチローはルーティーンをいかに大切にしているかということです。

ある時イチロー選手にこんな質問をしました。「今までに、これだけはやったな、と言える練習はある？」

彼の答えはこうでした。「僕は高校生活の３年間、１日にたった１０分ですが、寝る前に必ず素振りをし

ました。その１０分の素振りを１年３６５日、３年間続けました。これが誰よりもやった練習です。」 

例えば野球の上手な子にアドバイスすると何をやってもすぐにできるようになる。下手な子はなかなか

思うようにいかない。ところが、できるようになったうまい子は、いつの間にかその練習をやめてしまう

のに対し、下手な子は粘り強くそれを続け、いつかはできるようになる。そして継続することの大切さを

知っている彼らは、できるようになった後もなお練習を続けるため、結局は前者よりも力をつけることが

多いのです。 

イチロー選手は卓越したセンスを持ちながらも、野球の下手な子と同じようなメンタリチィーを持ち、

ひたすら継続を重ねる。私はこれこそが、彼の最大の力になっている源ではないかと思うのです。 

 

＊イチロー選手に限らず、「世界の一流のアスリート」と言われる人たちは、誰もが「明確な目標」を

持っています。そして目標を達成するためにはどうしたら良いかを常に考え、しっかりした意識を持っ

て練習しています。ただ漠然と練習していません。また、地道な努力をひたすら継続していることは言

うまでもありません。 

一流のアスリートから多くの事を学び､自分の成長に生かしてください。      

 

 

 

イチローが２０才の頃、バッティングピッチャーを務めていた奥村幸治氏（現少年野球監督）の話を

紹介します。 
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